














である（Shane and Venkataraman, 2000; Ozgen and Baron, 2007）。多くの研究者たちは事
業機会の認識が最も独特かつ根本的な起業家の行動だと断定している（Gaglio and Katz, 


































　本研究はシステマティック・レビュー（Tranfield, Denyer, and Smart, 2003）を行う。シ
ステマティック・レビューとは、従来のナラティブレビューと異なり、科学的かつ透明なプ
ロセスを用いて、バイアスを最小限に抑え、特定の研究課題に取り組むものである（Tran-
field et al., 2003）。本研究に適した方法であると考えられる。
　レビューの手順は Tranfield et al.（2003）に従った。Shane and Venkataraman（2000）
によって事業機会という概念が提示されて以降、大量の事業機会に関する研究が行われてき
た。そのため、2000 年以降の論文を対象として検索することにした。
　まず、2000 年から 2016 年の間に刊行された、一流の学術誌と実務家向けのマネージメ
ント誌に掲載された論文を洗い出した。学術誌の初期リストには、Academy of Management 
Annals (AMA)、Academy of Management Journal (AMJ)、Academy of Management Perspectives 
(AMP)、Academy of Management Review (AMR)、Administrative Science Quarterly (ASQ)、
Entrepreneurship Theory and Practice (ET&P)、Global Strategy Journal (GSJ)、Human Rela-
tions、Industrial Corporate and Change (IC&C)、Journal of Applied Phycology (JAP)、Journal of 
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Business Venturing (JBV)、Journal of Management (JOM)、 Journal of Management Studies (JMS)、
Management Science (MS)、Organization Science (OS)、Organizational Behavior and Human Deci-
sion Processes、Organization Studies、Strategic Entrepreneurship Journal (SEJ) と
Strategic  Management Journal (SMJ) を含められる。それに、一流の実務家向けの学術誌、
California Management Review (CMR)、Harvard Business Review (HBR) と MIT Sloan Manage-
ment Review (MSM)、3 つが加えられた。
　EBSCO や ABI/Inform などのジャーナルデータベースにつながるプラットフォームとし
ての Web of Science を用いて、タイトルあるいはキーワードが opportunity recognition と
opportunity identification という用語を含む論文を検索した。初期の検索結果として、126
本の論文を集めた。そして、論文は主に起業論におけるトップジャーナル 3 誌 Entrepreneur-


























　さらに、この 26 本の論文は主に 2 つの潮流に分類することができる。1 つは起業家個人
に注目する研究であり、もう 1 つは事業機会そのものに注目する研究である。さらに、2 つ




題とされる（Shane and Venkataraman, 2000）。そのため、研究者たちは幅広い観点からこ
の研究課題に取り組んできた。この節は起業家に注目する研究を概観していく。起業家に注
目する研究のテーマは主に人的資本、認知、行動の 3 つに分けられる（図 1、表 2 参照）。
3.2.1　人的資本（human Capital）
　DeTienne and Chandler（2007）では、人的資本は 2 つに分けられている。1 つは一般的













Dyer, Gregersen & 
Christensen（2008）
Sarasvathy et al. （2003）が提唱している３つの定義（事業機会の認識、
発見、創造）とも含まれている。




Tumasjan ＆ Braun（2012） 成功する可能性があるビジネスアイディアが認識されるか創造されること。


















の主な既存知識を挙げている。それらは市場に関する既存知識（prior knowledge of mar-
kets）、市場のニーズに対応する既存知識（prior knowledge of ways to serve markets）、そ
して顧客の問題に関する既存知識（prior knowledge of customer problems）である（Shane, 
2000）。
　研究者たちは起業家の様々な人的資本が事業機会の認識に与える影響を探求した。例え
ば、Shepherd and DeTienne（2005）では、米国の大学の MBA および EMBA の学生 78 名
を対象に実験を行い、顧客に関する既存知識と事業機会認識の関係を実証した。結果として、
顧客に関する既存知識が多ければ多いほど、認識された事業機会の量と数は高められる。
DeTienne and Chandler（2007）では、2 つのサンプルが使われている（米国のアントレプ
レナーシップ専攻の大学生 95 人およびハイテク産業の起業家 189 人）。男女が持っている 2
つの人的資本は異なることが実証されている。さらに、事業機会を認識するには男女が用い
る人的資本が異なるのと男女の事業機会を認識するプロセスが異なることもそれぞれ実証さ
れた。Ucbasaran, Westhead and Wright（2009）では、イギリスの起業家 576 人を対象にサー
ベイを行い、起業の経験と事業機会認識との関係を実証した。また、成功の経験だけでなく、
失敗の経験にも注目した。結果として、経験の多さも失敗の経験も事業機会認識とは逆 U
字型の関係であると実証された。Vandor and Franke（2016）では、2 つのサンプル（国際










3.2.2   起業家の認知










が強調された。Ozgen and Baron（2007）では、IT 企業の起業家 201 人を対象に、サーベ
イを行い、それらの経験と知識を得られるソーシャルネットワークと事業機会の認識との関
係を実証した。彼らはメンター、非公式の業界ネットワーク、専門的フォーラムへの参加と









































































and Ensley, 2006）。そして、初心者の起業家と経験豊富な起業家という 2 つのグループの
プロトタイプを比較することによって、経験豊富な起業家のプロトタイプはより明確化さ
れ、コンテンツが豊富で、実際に新たなベンチャーを始めるための実現可能性や条件を初心
者の起業家よりも考慮していたという結果が明らかにされた（Baron and Ensley, 2006）。
　一方、Tumasjan and Braun（2012）の研究は 2 つの自己制御の理論に着目した。1 つは制
御焦点理論（regulation focus）であり、もう 1 つは自己効力感理論（self-efficacy）である。
制御焦点理論は個人が自分の目標達成に関する行動を制御することを説明する。一方、自己
効力感理論は特定のタスクをコントロールする能力における個人の信念を説明する。





　Prandelli, Pasquini and Verona（2016）では、これまでの認知の特性に加えて、ユーザー
視点取得は新しい変数であると示された。ユーザー視点取得（user perspective taking）とは、
消費プロセスにおいて、消費者の視点を考え、行動を予測・理解することで、消費者の内面















































　学習や前述したような様々な起業家の認知特性以外、Gielnik, Frese, Graf and Kamp-
schulte（2012）は事業機会の認識における創造力に着目した。彼らはウガンダの中小企業



















































（affective activation）は 2 つ根本的な要素である（Foo et al., 2015）。感情価というのは、
快価とも呼ばれる。これは、正の感情の程度であり、感情の活性化というのはエネルギーの
程度であると定義されている（Foo et al., 2015）。感情価についての研究は今までいくつか
行われてきた。これに対して、感情の活性化はこれまであまり研究がされておらず、研究が
されていたとしても感情価の概念と混同されたうえで研究がなされている傾向がある。
　Foo, Uy and Murnieks（2015）は事業機会の認識における情緒の影響を理解するには、感
情価だけでなく、感情の活性化も考慮するべきであると主張している。なぜなら、この 2 つ
とも情報の探索と情報の統合に関連するからである。また、正の感情だけでなく、負の感情










　Eckhardt and Shane（2003）では、それまでの先行研究が整理され、事業機会における 3
つの重要な面が挙げられた。それらは変化の位置（locus of change）、事業機会の起源




いった 5 つの変化の位置を挙げた。その上で、事業機会を生み出す起源は異なる（Eckhardt 





　Sarasvathy, Dew, Velamuri and Venkataraman（2003）は経済学の理論（Hayek, 1945; 










張している。Grégoire and Shepherd（2012）では、2 つのサンプル（米国の生命科学、医学、
























































けられた。1 つは起業家個人に注目する研究であり、もう 1 つは事業機会に注目する研究で
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）
JB
V
認
知
心
理
学
こ
れ
ま
で
の
認
知
の
特
性
に
加
え
て
、
ユ
ー
ザ
ー
視
点
取
得
は
新
し
い
変
数
で
あ
る
と
示
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
視
点
取
得
は
事
業
機
会
を
認
知
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
実
証
事業機会の認識に関する研究：論点と課題
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3.
2.
3
行
動
行
動
パ
ー
タ
ン
D
ye
r,
 G
re
ge
rs
en
 &
 
C
hr
is
te
ns
en
（
20
08
）
S
E
J
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
と
理
論
構
築
事
業
機
会
を
認
識
す
る
能
力
に
役
に
立
つ
４
つ
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
提
示
し
た
。
そ
れ
ら
は
質
問
力
、
観
察
力
、
ア
イ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
、
実
験
力
で
あ
る
。
実
証
3.
2.
4
認
知
と
行
動
に
影
響
す
る
要
素
情
緒
B
ar
on
（
20
08
）
A
M
R
情
緒
に
関
連
す
る
研
究
事
業
機
会
の
認
識
が
情
緒
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
正
の
感
情
が
創
造
力
を
促
進
し
、
事
業
機
会
の
認
識
を
助
長
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
理
論
F
oo
, U
y 
&
 M
ur
ni
ek
s
（
20
15
）
E
T
P
認
知
、
情
緒
に
関
連
す
る
研
究
事
業
機
会
の
認
識
に
お
け
る
情
緒
の
影
響
を
理
解
す
る
に
は
、
感
情
価
だ
け
で
な
く
、
感
情
の
活
性
化
も
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
正
の
感
情
だ
け
で
な
く
、
負
の
感
情
も
議
論
す
る
べ
き
で
あ
る
。
理
論
（
出
所
：
筆
者
作
成
）
表
3　
事
業
機
会
に
注
目
し
た
研
究
項
目
研
究
の
焦
点
著
者
名
出
版
物
名
理
論
鍵
と
な
る
発
見
研
究
方
法
3.
3.
1
事
業
機
会
の
起
源
E
ck
ha
rd
t 
&
 S
ha
ne
（
20
03
）
JO
M
不
均
衡
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
事
業
機
会
に
お
け
る
３
つ
の
重
要
な
面
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
変
化
の
位
置
、
事
業
機
会
の
源
泉
、
変
化
の
触
媒
で
あ
る
。
理
論
3.
3.
2
事
業
機
会
の
相
違
S
ar
as
va
th
y,
 D
ew
, 
V
el
am
ur
i &
 
V
en
ka
ta
ra
m
an
（
20
03
）
H
an
db
oo
k 
of
 
en
tr
ep
re
ne
ur
-
sh
ip
 r
es
ea
rc
h
経
済
学
の
理
論
事
業
機
会
を
３
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
認
識
さ
れ
る
事
業
機
会
、
発
見
さ
れ
る
機
会
、
創
造
さ
れ
る
機
会
で
あ
る
。
理
論
G
ré
go
ir
e 
&
 S
he
ph
er
d
（
20
12
）
A
M
J
戦
略
的
行
動
理
論
事
業
機
会
に
は
表
面
的
類
似
性
（
S
up
er
fi
ci
al
 
S
im
ila
ri
ty
）
と
構
造
的
類
似
性
（
S
tr
uc
tu
ra
l 
S
im
ila
ri
ty
）
と
い
う
２
つ
の
特
性
が
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
特
性
に
よ
っ
て
、
認
識
し
づ
ら
い
事
業
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
事
業
機
会
も
あ
る
。
実
証
3.
3.
3 
複
数
の
事
業
機
会
の
認
識
H
ill
 &
 B
ir
ki
ns
ha
w
（
20
10
）
O
R
M
研
究
方
法
論
１
人
の
起
業
家
が
同
時
に
複
数
の
事
業
機
会
を
認
識
す
る
と
仮
定
し
、
新
し
い
分
析
単
位
と
し
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
セ
ッ
ト
を
提
案
す
る
。
実
証
事
業
機
会
の
空
間
の
広
さ
K
or
ni
sh
 &
 U
lr
ic
h
（
20
11
）
M
S
研
究
方
法
論
事
業
機
会
の
重
複
が
事
業
機
会
の
認
識
の
同
時
進
行
に
よ
っ
て
存
在
す
る
が
、
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
事
業
機
会
の
空
間
の
広
さ
に
つ
い
て
、
１
つ
狭
く
定
義
さ
れ
た
ド
メ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、そ
の
ド
メ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
事
業
機
会
は
約
10
00
個
存
在
す
る
。そ
れ
に
対
し
て
、
広
く
定
義
さ
れ
た
ド
メ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、
約
20
00
個
の
事
業
機
会
が
存
在
す
る
。
実
証
事
業
機
会
に
お
け
る
市
場
の
新
し
さ
の
程
度
D
ah
lq
vi
st
 &
 W
ik
lu
nd
（
20
11
）
JB
V
オ
ー
ス
ト
リ
ア
経
済
学
派
と
測
度
論
事
業
機
会
に
お
け
る
市
場
の
新
し
さ
の
程
度
を
影
響
す
る
の
が
地
理
的
な
範
囲
で
あ
る
と
主
張
し
、
市
場
の
新
し
さ
の
尺
度
を
開
発
し
た
。
実
証
（
出
所
：
筆
者
作
成
）
